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臨時増刊号

じと

;国旗は戸毎に

かかげましょう ;

時間

、〉ー・. )1原 路 |御御発着時時間間I時ご通過間
時分 時分

魚津駅
前 10.30

10.35 
国鉄ガ{ド前 前 10.36

金屋踏切 10.39 

金閣タクシ ー前 10.42 

賞和理髪庖前 10.44 

魚津温泉前 10.45 

魚津水族舘 10.48 
11.08 

11. 091 15 水道課前

魚津埋没林舘 11.14 
日 11.24 

漁業協同組合前 11.25 

村木十字路 11.27 

中央通り十字路 11.29 

金屋踏切 11.31 

新金屋町バス停留所前 11.32 

上村木十字路 11.34 

魚津高校前 11.37 

持光寺バス停留所前 11.42 

片貝橋 11.44 

発 行 所

富山県魚津市役所
編集発行人伊藤治郎

〈毎月 1日発行〉

魚 津 市 友道

中部印刷株式会社

皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
姐
殿
下
は
、
十
月
十
四
日
に
富

山
県
へ

お
い
で
に
な
り
、

五
日
間
に
わ
た
っ
て
県
内
の
工

業
、
社
会
福
祉
、
文
化
、

薬
業
、
畜
産
、
農
業
の
各
施
設

と
秋
の
立
山
、
黒
部
を
ご
覧
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
十
八

日
は
富
山
市
で
行
わ
れ
る
全
国
産
業
安
全
大
会
に
ご
出
席

さ
れ
て
帰
京
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
市
へ
は
十
五
日
、

電
車
で
魚
崎
伴
駅
ヘ
午
前
十
時
三
十

お 道 す

奉

迎

線

は

み
だ
さ
な
い
よ
う
に

分
に
お
着
き
に
な
り
、
水
族
館
、
埋
没
林
舘
を
ご
覧
の
上

十
一
時
四
十
四
分
、
片
貝
橋
を
通
過
さ
れ
て
黒
部
峡
谷
に

向
わ
れ
ま
す
。

市
お
よ
び
警
察
で
は
、
両
殿
下
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た

っ
て
施
設
や
お
道
す
じ
の
整
備
に
万
全
を
は
か

っ
て

い
ま

す
が
、
本
号
は
市
内
で
の
ご
順
路
や
交
通
制
限
な
ど
に
つ

い
て
特
集
し
ま
し
た
。

電鉄桜井駅 (電車) 前 10.17

16 魚 津 駅 10.25 
日

電鉄魚津駅 10.26 

西魚津駅 10.28 

18 
滑 川 駅(白鳥〉 後 1.28

日 魚 津駅 1.35 

黒 部駅 1.42 

火
の
仕
末
や
戸
締
り
を
十
分
に
し
、

で
き
れ
ば
る
す
替
を
お
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
交
通
制
限
で
交
通
が
混
雑
し
ま
ず
か

ら
「
人
は
右
、
事
は
左
」

の
安
全
交

通
を
ま
も
り
、
自
動
車
の
す
ぐ
前
や

す
ぐ
あ
と
を
横
切
る
よ
う
な
危
険
な

こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う。

・
や
ひ
な
言
葉
や
、
常
識
を
欠
い
た
行

動
は
、
市
民
の
誇
り
と
し
て
や
め
ま

し
ょ
う
。

-
少
し
の
雨
ぐ
ら
い
な
ら
、
う
し
ろ
の

人
の
こ
と
を
考
え
て
傘
を
遠
慮
す
る

こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

・
飼
い
犬
な
ど
は
、
つ
な
い
で
野
放
し

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
0

・
子
供
さ
ん
が
鉄
道
、
電
車
道
に
入
っ

た
り
、
石
を
投
げ
た
り
、
線
路
に
石

を
並
べ
る
な
ど
の
い
た
ず
ら
を
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
ご
通
過
後
一
斉
に
列
を
離
れ
る
と
混

乱
し
ま
ず
か
ら
、
し
ば
ら
く
ま
ち
ま

1ν
ト
自
民
兵
ノ
。

ハ
写
真

H
小
旗
を
ふ
っ
て
お
列
を
お

迎
え
〉

uh
燃
急
車

工
依
不
平

b
召
自
動
車
、
b
召
列
車
を

よ
く
ど
ぞ
ん
じ
で
し
ょ
う
か

お

召

自

動

車

お

召

列

車

マ
:・お
召
自
動
車
つ
」
料
車
)
は
先

マ
:
・お
召
列
車
の
ご
料
車
は
、
前
か

頭
白
バ
イ
(
二
台
)
か
ら
三
番
目
の
ら
十
二
柄
目
で
、
菊
の
ご
紋
が
つ
い

黒
塗
り
セ
〆
ン
型
の
自
動
車
で
、
前
て
お
り
ま
す
。
ご
料
車
内
で

の
両
殿

の
右
側
に
日
の
丸
の
小
旗
が
立
て
ら
下
の
お
座
り
所
は
、
別
段
お
き
ま
り

れ
て
い
ま
す
。

に

な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
治

マ:・
ご
料
車
で
は
、
進
行
方
向
に
向
線
で
多
数
の
歓
送
迎
者
が
お
迎
え
す

っ
て
右
側
に
皇
大
子
殿
下
、
左
側
に
る
と
き
に
は
、
両
殿
下
は
ご
起
立
さ

妃
殿
下
が
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
れ
て
お
こ
た
え
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

マ
・:
お
列
の
早
さ
は、

奉
迎
者
が
多
あ
り
ま
す
。

く
な
ら
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

十

お

召

電

車

ニ
キ
ロ

か
十
三
キ
ロ
ぐ
ら
い
で
、
自

マ
:・
お
召
電
車
は
、
日
日

H
上
市
↓

転
車
ぐ
ら
い

の
早
さ
で
す
。

魚
津
駅
ま
で
は
一
網
目
、
仲
間
日
H
桜

(
お
列
の
順
序
は
、
図
の
と
お
り
で
井
駅
↓
上
市
駅
ま
で
三
網
目
と
な
っ

す
〉

て
お
り
ま
す
。

-
E同
町
)
主
川
署

什
∞

{
U
国
日
!
門

U
内

U

3
御
料
率

欠
陥
阿
保
阜

8.2r桔
牟

{
ハ
〕
内

U

山一
r

せ
い…

歓
送
迎
場
所

い

て

'コ

マ
・:
駅
や
お
成
り
先
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
附
近
は
、

関
係
者
以
外
は
入
れ
ま

せ
ん
。

・
魚
津
駅
は
、
高
令
者
と
学
童
で
場
所

を
設
け
て
あ
り
ま
す
か
ら
一
般
の
人

は
奉
迎
す
る
場
所
の
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
。

・
水
族
舘
前
は
、

道
路
が
せ
ま
く
道
路

上
に
お
列
の
自
動
車
が
並
び
ま
す
か

ら
一

0
0
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
聞
に

は
、
人
が
入
れ
ず
、
ま
た
車
の
蔭
に
な

っ
て
か
え
っ
て
奉
迎
で
き
ま
せ
ん
0

・
埋
没
林
舘
前
は
、
お
列
の
回
転
な
ど

か
ら
大
久
保
木
工
所
の
手
前
か
ら
一

般
の
人
が
入
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

マ
・・・
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
場
所

魚
津
漁
業
協
同
組
合
前
の
道
路
が
、

お
帰
り
に
も
う

一
度
奉
迎
し
よ
う
と

oy-
-無
線
車

紋

章

白

? 

口

1
1
1
0
 

4
1
0
 

口

諏
訪
町
方
面
か
ら
集
ま
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
漁
業
協
同
組

合
前
か
ら
村
木
十
字
路
ま
で

の
道
路

の
片
側
は
あ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
道
に
出
る
方
は
裏
小
路
を
利
用

し
て
沿
道
に
出
て
く
だ
さ
い
。

救
護
所
を
設
け
ま
す

マ
:
・歓
送
迎
に
あ
た
っ
て
相
当
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
、
け
が
人
や
急
病
人
の

出
た
と
き
は
、

次
の
場
所
に
救
護
所

を
設
け
ま
ず
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

.
魚
津
駅
前
金
閣
タ
ク
シ

ー
連
絡
所
内

(
医
師
一
、
看
護
婦
二
)

・
職
業
安
定
所
横

(
医
師

て

看
護
婦

一一一)

・
漁
業
協
同
組
合
内

ハ
医
師

て

看
護

婦
ニ
)

・
市
役
所
前
ハ
保
健
婦
二
)

・
金
屋
町
地
鉄
パ
ス
連
絡
所
内
(
保
健

婦
二
)

・
新
金
屋
町
北
電
前

〈
保
健
婦
ニ
)

マ
:
・
水
族
舘
、
埋
没
林
舘
は
、
当
日
午

前
中
一
般
観
覧
者
の
入
場
を
中
止
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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だせがちこ ilH、 。さし学そ 市
さんすりろ iく れな校こに
いかぐぢは!だ たいやで雑
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が で 童 すの近と団危ま迎ど
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注 生 ぶ なしいつい ;曹、発 れけ
意 徒 ー い、よて生を 着 ゃな
く、般 よま う 、徒 おのすど
だ 幼歓 うた に 鉄(願前く足
さ稚送 に 交 。道低い後事 場
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B各

和記走区分

二、、 l憤一....・..

ア

奉迎者の場所別区分表

番略
号図

奉

迎

場

所

奉

迎

者

2 

魚
津
駅
待
合
所

(
左
側
)

同
駅
前
広
場

〈
hq
)

日
通
支
局

t
ガ
ー
ド
(
h
q
)

ガ

l
ド

t
金
屋
踏
切
(

h
q
)

金
屋
踏
切

t
本
江
線

高
令
者

片
貝
小
、
松
倉
小、

白
倉
小
、
高
令
者
付
添

道
下
小
、
釈
迦
堂
、
紀
念
社
宅、

駅
前
新
町

加
積
小
、
加
積
地
区
(
上
村
木
除
く
〉
西
中

上
野
方
小、

天
神
小

、
村
木
小
、
天
神
地
区
、
友
道
、
大
光
寺
、
本
江

2
、
金
屋

信仰
明
、
金
浦
、

鴨
川、

文
化
町

真
成
寺
、
寺
町
、
餌
指
、
馬
出
、
川
原
町、

東
小
路

大
町
小
、
田
方
、
紺
屋
、
八
代
、
八
幡
、
新
町

臼
屋
、
橋
場
町

角
川
町

特
別
奉
迎
者

大
町、

明
理
、
岡
町
、
新
道

荒
町
、
下
新
、
元
町
、
他
市
町
村
一

般
奉
迎
者

諏
訪
、港
、
上
町
、
南
町
、
三
ゲ
、
住
吉
町
、
下
中
島
地
区

上
中
島
小、

住
吉
小
、
松
倉
地
区
、
上
中
島
地
区

特
別
奉
迎
者

』
道
下
地
区
(
釈
迦
堂
、
紀
念
社
宅
、
駅
前
新
町
除
く
)
左
側

戸右
側
ハ
自
由
奉
迎
場
)

火
の
宮
、
片
貝
地
区
、
経
団
地
区

.

』
新
金
屋

3
、
沖
田
、
木
江
新
町
、
木
江
1
、
印
田
、
三

戸
田
、
石
垣
新

本
江
小
、
上
野
方
地
区
、
新
金
屋

1
・
2
、
東
栄
町

自
宅
軒
下
奉
迎
、
新
金
屋
町
一
部
、
上
村
木

高
校

束
中

経
団
小
、

西
布
施
小
、
経
由
、
西
布
施
地
区

3 4 5 

本
江
線

t
神
明
橋

ハ
中
央
通
り
)

1 0月 15日は

交通制限をします
6 

神
明
橋
i
郵
便
局

(真
成
寺
通
り
)

市
役
所
前
通
り

臼
屋
町
通

t
裁
判
所
東
角

(
左
側
)

裁
判
所
南
角

t
魚
津
水
産
倉
庫
前
(
グ
)

水
族
舘
内

金
比
羅
宮
前

i
水
道
課
前

水
道
課
前

t
神
明
川

神
明
川

i
漁
業
会

漁
業
会

t
新
地
通
り

埋
没
林
舘
内

7 8 15 14 13 12 11 10 9 16 

漁
業
会

t
村
木
十
字
路

17 

村
木
十
字
路

t
中
央
通
り

18 

金
屋
踏
切

t
北
電
前
三
叉
路

23 22 21 20 19 

北
電
三
叉
路
!
大
野
綿
居
前

大
野
綿
席
前

i
広
田
文
具
庖
前

高
等
学
校
前

東
部
中
学
校
前

大
徳
寺
南
側
(
持
光
寺
)

皇太子ご夫妻がご来市になる10月15日は、お道すじ

附近は相当に混雑が予想されますので、次のように交

通規制を行います。

@ ① ① ① 番号略図

国 上
点附近 下山

交点さ 場駅おび前同よ 津駅園鉄魚広前

鉄

村木内ヌさrh ~ 

規制
tf 

旅舘前交さ
の

ド
所場

10 9 
孟堂で 11 

1・o1・cl I 1・0 39 時分前日 時

4530 15 45 30! 45 30 45 00 I 45 

まか カa ま か まか まか l まか 問
でム

津駅万向に魚禁止かまナLら屋踏切向金方
で止。黒方面部ら 記①①のおでと禁たた止し。Jら国駅鉄魚津前 で ら 内

回てLう新国道まらに向車6う主 車 。ス車? 
はや

I勾 、タ 容

車う だくた 、 通クは 手シ、

t主 さは行通 行 i通行を 夕、、
い国 を とに しシた

通 。鉄を 禁 は前 。進上村駐の か lだ 空からみた美しい奉迎線

こ 吸格

う回 Z各

枕旬場均
砂号1" 

一

黒

部

方

面

に

向

う

車

は

、

線

路

ぞ

い

の

一

直

進

を

禁

止

し

ま

ず

か

ら

右

折

し

、

北

-

一

o
、
ら
一
電
前
へ
う
回
す
る
こ
と
。
経
団
方
面
に

①

一本
江
踏
切
交
さ
点
一

9
・
3

ヵ
一
向
う
車
は
左
折
し
、
中
央
通
り
を
横
断

一

一

iτ
村
木
交
さ
点
へ
う
回
す
る
こ
と
。
た

一

ハ
沖
田
)
一
1
・
3
ま
で
一
だ
し
中
央
通
り
ご
通
過
時
五
分
前
に
停

一

一

一

車

を

命

じ

ま

す

。

一

一
日
・
お

i
H
・
お
一
黒
部
方
面
に
向
ろ
車
は
停
車
脅
命
b
ま
す
。

一

一

円

U

R

J

}
白

n
U
R
d
-

-

一

1
l
q
u司

i
t
-
-
A守一

①
一
中
央
通
り
交
さ
点
「川
利
川
ら
一
車
の
通
行
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